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き

山
地
は
一
般
に
工
業
の
稀
薄
地
帯
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
以
降
、
資
本
主
義
の
進
展
に
つ
れ
て
、
或
る
種
の
工
業
が
山
村
に
成
立
、
そ

の
構
造
を
変
貌
せ
し
め
て
来
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
製
糸
を
発
端
と
す
る
わ
が
国
工
業
の
発
展
趨
勢
の
枠
外
に
、
山
村
と
て
も
あ
り
う
る

わ
け
で
は
な
く
、
製
糸
業
が
山
村
に
お
け
る
工
業
発
展
の
端
緒
と
な
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
白
峰
は
ま
さ
に
そ
の
好
例
で

あ
る
。出

作
り
の
村
と
し
て
白
峰
は
古
く
よ
り
学
界
の
注
目
を
浴
び
て
来
た
①
。
出
作
り
地
に
お
け
る
焼
畑
経
営
は
、
自
給
食
料
の
確
保
を
計

る
一
方
、
山
桑
栽
培
に
よ
る
蚕
業
を
主
要
な
現
金
収
入
源
と
し
て
持
続
し
た
。
養
蚕
・
製
糸
(
糸
挽
)
は
こ
の
山
村
の
主
産
業
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
以
降
資
本
主
義
の
惨
透
は
、
比
較
的
は
や
く
近
化
的
製
糸
場
を
こ
の
山
村
に
成
立
せ
し
め
、
そ
の
推
移
に

隆
替
を
字
み
つ
つ
も
、
今
次
大
戦
時
の
企
業
整
備
ま
で
存
続
し
た
。
ま
た
製
糸
に
随
伴
し
て
紬
織
が
明
治
末
葉
か
ら
工
場
化
さ
れ
た
。
大

正
中
期
か
ら
は
製
材
工
業
が
勃
興
し
て
、
現
在
は
工
業
の
中
核
に
発
展
し
て
い
る
。
戦
後
は
「
な
め
こ
」
食
料
品
工
業
も
拡
大
さ
れ
つ
つ
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あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
の
山
村
の
も
つ
山
地
資
源
に
依
存
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
白
山
の
砂
防
工
事
は
、
荒
れ
河
と

し
て
の
手
取
川
治
水
の
抜
本
策
と
し
て
、
大
正
中
期
以
降
継
続
施
行
さ
れ
て
来
て
お
り
、
ま
た
戦
後
は
電
源
開
発
工
事
が
こ
の
山
村
を
一



時
賑
わ
し
た
。
こ
れ
ら
建
設
工
業
は
山
村
変
貌
の
有
力
な
要
因
で
あ
っ
た
@
。
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か
く
て
出
作
り
農
業
は
衰
退
過
程
を
辿
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
蚕
業
の
退
行
で
あ
り
、
製
糸
業
に
も
影
響
を
与
え

た
。
こ
こ
で
は
そ
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
製
糸
業
の
推
移
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
山
村
の
変
貌
過
程
を
み
る
こ
と
と
し
た
。
ま
だ
未
整
理

の
点
も
あ
る
の
で
、
中
間
報
告
と
し
て
、
大
方
の
御
教
一
不
を
得
た
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

在
来
の
製
糸
と
近
代
化
の
萌
芽

明
治
初
期
ま
で
の
製
糸
業

白
峰
村
は
「
往
昔
ヨ
リ
養
蚕
及
ヒ
製
糸
ヲ
以
本
業
ト
シ
、
農
業
之
レ
カ
従
タ
リ
」
@
と
称
さ
れ
、

「
蚕
飼
之
義
:
:
:
当
谷
之
大
一
の
産

業
」
@
と
い
う
程
で
あ
っ
た
。
現
に
明
治
一

O
年
島
(
桑
島
)
村
物
産
表
で
は
生
糸
・
繭
は
そ
の
主
体
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
@
。
そ

の
経
営
は
「
本
村
重
立
タ
ル
者
ヨ
リ
養
蚕
家
ヘ
、
該
仕
入
ノ
為
前
年
ニ
金
穀
ヲ
貸
渡
シ
、
負
債
主
ハ
翌
年
ニ
至
リ
、
該
年
ノ
成
繭
或
ハ
製

糸
ヲ
以
テ
債
主
ニ
返
済
ス
。
若
シ
養
蚕
不
作
ナ
レ
ハ
、
債
主
ハ
幾
年
間
ニ
テ
モ
金
穀
ヲ
貸
渡
シ
、
以
テ
蚕
業
ヲ
為
営
、
必
ス
成
繭
若
ク
ハ

製
糸
出
来
ノ
時
ヲ
待
ツ
テ
決
算
ヲ
遂
ク
ル
ノ
慣
法
」
@
で
あ
っ
た
。
桑
島
の
竹
腰
家
で
は
、
米
塩
茶
薬
そ
の
他
日
用
品
か
ら
桑
苗
・
現
金

な
ど
を
村
民
に
貸
与
し
、
布
繭
糸
炭
な
ど
を
買
取
っ
て
い
る
@
が
、
村
内
最
有
力
者
の
親
様
層
が
糸
の
売
買
を
大
規
模
に
行
っ
て
い
た
。

白
峰
の
親
様
で
あ
る
織
田
家
は
「
天
保
年
中
8
別
に
此
帳
(
注
!
万
糸
仕
入
帳
)
相
調
用
申
候
也
。
糸
・
ま
ゆ
井
ニ
布
・
紬
等
の
仕
入

も
時
ニ
依
市
付
申
」
⑦
す
仕
来
で
あ
っ
た
。
桑
島
の
親
様
杉
原
家
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
明
治
一

O
年
、
桑
島
・
牛
首
・
下
回
原
・
鴇
ケ

お

う

ぞ

谷
・
尾
添
な
ど
よ
り
糸
を
買
集
め
、
福
井
・
勝
山
へ
売
渡
し
て
い
る
@
ま
た
牛
首
の
次
郎
兵
衛
は
織
田
家
よ
り
三
百
四
拾
匁
の
銀
子
を
借

用
、
返
済
は
「
壱
ケ
年
に
蚕
飼
仕
、
糸
百
匁
ツ
ツ
」
拾
二
年
間
納
め
て
完
了
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
@
。
す
な
わ
ち
養
蚕
・
製
糸
は
一

般
村
民
が
本
村
・
出
作
り
を
問
わ
ず
、

一
貫
し
て
行
っ
て
来
た
こ
と
を
知
り
う
る
⑬
O

し
か
し
前
記
竹
腰
家
で
は
繭
を
買
入
れ
、
一
震
一
人
を



も
っ
て
製
糸
を
若
干
行
っ
て
お
り
@
、
杉
原
家
で
も
す
で
に
幕
末
雇
人
に
対
し
て
と
思
わ
れ
る
系
引
賃
の
記
述
が
あ
り
@
、

マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ

l
の
萌
芽
的
形
態
を
す
で
に
認
め
う
る
。

安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
始
ま
る
生
糸
海
外
輸
出
以
降
、
わ
が
国
蚕
糸
業
は
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
る
が
、
白
峰
に
お
い
て
も
こ
の
傾

向
は
同
様
と
い
え
よ
う
。
幕
末
ま
で
天
領
の
治
下
に
お
か
れ
た
当
白
山
麓
は
、
明
治
初
年
福
井
藩
領
と
な
っ
た
が
、
牛
首
糸
の
産
地
と
し

て
の
蚕
糸
業
の
盛
行
は
そ
の
発
展
の
た
め
、
明
治
三
年
旧
福
井
藩
主
松
平
を
し
て
金
二
万
円
の
助
成
金
を
貸
付
せ
し
め
る
程
の
土
地
柄
で

白山鐘白峰村における明治大正期製糸業の変貌

あ
っ
た
⑫
O

こ
れ
は
以
後
明
治
十
年
代
に
い
た
る
ま
で
の
官
行
保
護
奨
励
策
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
輸
出
の
発
展
は
生
糸
の
量

産
を
助
長
す
る
一
方
、
糸
賀
の
向
上
を
要
請
せ
し
め
@
、

か
く
て
明
治
政
府
に
よ
る
官
営
富
岡
製
糸
場
そ
の
他
に
よ
る
洋
式
器
械
製
糸
の

導
入
・
普
及
と
な
っ
た
。
従
来
の
手
挽
に
よ
る
家
内
工
業
よ
り
近
代
工
場
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
当
白
山
麓

が
管
轄
換
せ
ら
れ
た
石
川
県
で
も
、
明
治
七
年
富
岡
製
糸
場
の
技
術
を
導
入
し
た
金
沢
製
糸
社
の
設
立
を
み
@
、
急
速
に
県
下
一
円
に
そ

の
技
術
の
敷
桁
を
み
た
。
こ
の
動
向
は
白
山
麓
の
僻
村
と
は
い
え
、
蚕
業
第
一
の
こ
の
山
村
に
も
波
及
し
、
そ
の
主
邑
た
る
白
峰
に
製
糸

場
を
興
す
に
至
っ
た
。
明
治
十
一
年
で
あ
る
。

近
代
製
糸
場
の
成
立

藩
政
時
代
機
業
の
著
し
い
進
展
を
み
た
石
川
県
は
、
そ
の
原
料
糸
確
保
の
面
か
ら
も
、
全
国
的
な
蚕
糸
業
奨
励
の
風
潮
に
同
調
し
て
、

そ
の
奨
励
に
尽
力
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
@
o

金
沢
製
糸
社
に
移
入
さ
れ
た
洋
式
製
糸
は
そ
の
一
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る

が
、
や
が
て
そ
れ
に
改
良
も
加
え
ら
れ
、
旧
士
族
に
し
て
養
蚕
教
授
の
任
に
あ
っ
た
津
田
近
コ
芯
は
足
踏
に
よ
る
単
繰
車
(
一
人
取
製
糸

器
)
を
試
製
し
た
。
県
は
そ
の
普
及
に
努
力
し
、
小
松
の
石
田
嘉
右
衛
門
が
そ
の
衝
に
当
っ
た
模
様
で
あ
る
。
彼
は
「
山
家
野
匹
ノ
地
江
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先
以
テ
弘
メ
」
る
べ
き
と
し
て
、
明
細
な
見
込
書
を
県
当
局
に
具
申
し
@
、
県
は
白
峰
村
の
篤
志
者
に
試
験
操
業
を
通
達
し
た
。
白
峰
・



桑
島
両
部
落
と
も
に
そ
の
受
容
の
気
運
が
あ
っ
た
@
が
、
白
峰
の
織
田
家
が
こ
れ
を
う
け
、
石
田
氏
と
と
も
に
明
治
一
一
年
試
験
操
業
し
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た
。
翌
春
両
氏
は
製
品
を
携
え
て
横
浜
に
至
り
、

「
至
極
良
品
」
と
の
評
価
の
も
と
に
こ
れ
を
売
捌
き
@
、

つ
ぶ
さ
に
商
況
を
見
学
し
、

製
糸
操
業
の
確
信
を
え
て
帰
郷
し
た
。
か
く
て
織
田
発
・
石
田
嘉
右
衛
門
を
正
副
社
長
と
す
る
白
峰
製
糸
社
(
単
繰
車
廿
五
台
に
手
挽
を

加
え
る
)
が
明
治
一
二
年
六
月
雪
深
い
僻
邑
の
白
峰
に
成
立
を
み
た
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
大
事
業
の
経
営
主
の
問
題
で
あ
る
が
、

一
般
山
村
民
に
起
業
の
識
見
と
資
力
は
な
く
、

と
く
に
当
地
の
ご
と
き
僻

村
に
お
い
て
は
然
り
で
あ
っ
た
。
全
般
的
に
幕
末
以
降
、
手
挽
・
坐
繰
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
が
糸
商
人
の
経
営
か
ら
始
ま
り
、
明
治
以

降
は
農
業
資
本
か
ら
の
転
化
者
に
よ
る
も
の
が
発
展
し
、
富
豪
農
層
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
@
o
こ
こ
で
は
商
業
の
分
化
は

未
発
達
で
、
流
通
機
構
は
地
主
層
に
握
ら
れ
、
中
世
的
遺
制
と
み
ら
れ
る
地
内
子
制
度
を
温
存
し
て
来
た
親
様
@
の
大
地
主
層
が
、
す
べ

て
の
権
能
を
掌
握
し
て
い
た
。
事
業
主
は
当
然
に
こ
の
階
層
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

か
く
て
織
田
家
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
ま
た
織
国
家
の
内
部
事
情
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

織
田
家
は
そ
の
由
緒
書
「
家
之
規
矩
」
品
刊
に
よ
れ
ば
、
元
禄
ご
二
年
(
一
七

O
O
)
没
の
利
右
衛
門
を
元
祖
と
し
て
現
在
に
い
た
る
旧
家

で
あ
り
、
越
前
へ
の
出
作
り
経
営
か
ら
大
阪
表
に
て
の
商
業
に
発
展
、
金
沢
表
に
出
張
居
を
持
ち
、
金
貸
・
木
呂
商
売
を
営
み
、
加
越
に

「
牛
利
」
と
そ
の
雄
名
を
は
せ
た
が
、
商
売
は
そ
の
富
裕
化
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
@
。
文
化
文
政
期
は
そ
の
黄
金
時
代
で
、
そ
の
経

営
の
基
盤
に
は
「
小
方
」
と
称
す
る
地
内
子
が
盛
時
は
二
百
戸
に
及
ん
だ
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
幕
末
維
新
以
降
織
田
家
の
経
営
に
は
ひ
び
が
入
っ
て
来
た
。

「
当
家
営
業
ハ
従
来
ヨ
リ
酒
造
・
米
作
り
・
養
蚕
・
杉
板
製

造
販
売
ナ
リ
。
然
ル
ニ
明
治
元
年
七
八
年
前
頃
ヨ
ワ
不
景
況
ニ
段
々
ト
及
ピ
タ
ル
ニ
、
七
代
自
主
人
ハ
能
ク
考
フ
ル
ニ
、
酒
造
ス
ル
モ
協

山
町
・
鶴
来
町
ヨ
リ
米
ヲ
登
ス
ル
モ
、

多
量
ノ
運
賃
ヲ
要
シ
利
益
吏
ニ
ナ
ク
、

米
田
作
リ
養
蚕
ス
ル
毛
是
又
多
量
ノ
人
夫
ヲ
要
ス
ル
タ



メ
、
田
ハ
地
内
子
共
ニ
貸
渡
シ
年
貢
ヲ
杭
メ
サ
ス
事
ニ
シ
、
桑
ハ
村
ノ
養
蚕
家
ニ
売
ル
事
ニ
成
シ
タ
リ
。
杉
板
製
造
販
売
ハ
改
革
ノ
年

(注
l
明
治
一
五
年
)
迄
営
ミ
タ
リ
」
@
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
地
内
子
を
基
盤
と
す
る
手
作
り
形
態
か
ら
寄
生
地
主
的
形
態
へ
と
転
化

し
た
が
、
全
親
様
層
が
か
か
る
傾
向
を
示
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
幕
末
・
明
治
以
降
の
社
会
経
済
の
変
転
に
微
動
も
せ
ず
現
存
す
る
家
も

あ
る
。織

田
家
の
か
か
る
退
勢
の
因
由
⑫
は
第
一
に
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
以
降
三
度
の
大
火
災
で
あ
る
。
フ
ェ

l
ン
の
吹
走
、
水
利
の
悪
い
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段
丘
上
の
集
落
位
置
と
草
普
家
屋
の
密
集
、
消
火
機
能
の
未
発
達
な
ど
に
よ
り
大
火
を
誘
発
す
る
土
地
柄
で
あ
る
が
、
こ
の
為
地
内
子
へ

の
衣
食
住
全
般
の
支
援
、
貸
付
金
穀
・
諸
物
品
代
の
返
済
並
び
に
年
貢
納
入
の
停
止
な
ど
は
織
田
家
の
活
動
を
圧
制
し
た
。
第
二
に
明
治

五
年
金
沢
第
七
聯
隊
営
舎
の
床
板
納
入
の
た
め
の
流
送
木
呂
の
流
失
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
再
度
伐
木
に
及
ん
だ
が
納
期
に
お
く
れ
て

腐
ら
せ
、

一
層
そ
の
損
失
を
大
き
く
し
た
と
云
わ
れ
る
。
よ
っ
て
退
勢
を
挽
回
す
べ
く
明
治
九
年
生
糸
の
大
量
買
付
を
行
っ
た
が
、
糸
価

下
落
に
よ
り
多
大
の
損
失
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
第
三
の
原
因
で
あ
る
。
地
内
子
制
度
温
存
と
、
他
方
幕
末
以
降
急
激
に
進
展
し
て
来
た
商

品
流
通
経
済
の
渉
透
と
は
、
織
田
家
の
存
立
を
内
外
両
面
よ
り
圧
迫
し
た
が
、
前
記
災
難
は
一
層
そ
の
度
を
強
め
た
と
い
え
よ
う
。
か
か

る
織
田
家
の
窮
乏
は
さ
ら
に
地
内
子
を
含
む
山
村
民
に
も
当
然
波
及
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
か
る
窮
状
の
打
開
は
そ
の
当
主
た
る
ヒ
ュ

l

マ
ニ
ス
ト
織
田
発
の
心
情
を
揺
ぶ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
く
て
発
は
家
還
の
再
興
と
当
山
村
の
発
展
と
を
、
そ
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
か
つ
全
国
的
に
発
展
の
趨
勢
に
あ
っ
た
蚕
糸
業
に
托
し
た
の
で
あ
っ
た
。

白
峰
製
糸
社
の
経
営
は
明
治
一
一
年
の
試
験
操
業
に
基
き
、

五
ヶ
年
平
均
の
黒
字
年
六
百
円
の
目
論
見
の
も
と
に
発
足
し
た
。
以
下
そ

127 

の
経
営
実
態
を
瞥
見
し
よ
う
。

原
料
購

春
繭
購
入
を
主
体
と
し
、
そ
の
購
入
圏
は
明
治
一
二
年
第
一
図
の
ご
と
く
、
村
内
を
中
心
と
し
て
谷
峠
越
の
越
前
側
並
び
に
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新
丸
村
な
ど
に
限
定
さ
れ
た
。
桑
島
よ
り
の
購
入
量

の
寡
少
は
前
記
同
部
落
に
お
け
る
製
糸
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク

白峰製糸社の繭購入図(明治12年)

チ
ャ
!
の
消
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
集
繭
量
は
千

貫
(
百
石
)
以
下
で
、
こ
れ
は
地
元
供
給
量
の
限
界
を
示

す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
計
画
で
は
三
・
五
千
貫
の
購
入

で
あ
る
が
、
実
質
明
治
ご
二
年
は
約
千
貫
(
第
一
表
)

で
、
は
る
か
に
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
た
。
同
年
は
大
火

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
地
元
集
繭
の
不
足
分
は
信
州
繭

に
求
め
ら
れ
た
。
交
通
不
便
な
当
時
に
あ
っ
て
、

層

第 1図

そ
の
度
の
強
い
山
間
僻
地
の
白
峰
へ
の
信
州
繭
搬
入

は
、
高
い
信
州
の
繭
価
を
一
層
高
め
て
購
入
す
る
結
果

と
な
っ
た
。
明
治
二

0
年
代
石
川
県
下
の
製
糸
場
は
繭

慮
せ
ず
膨
大
の
経
営
を
衰
退
し
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
@
が
、
白
峰
製
糸
社
の
場
合
も
こ
の
点
は
同
様
と
み
ら
れ
、
地
方
の
状
況
に
適

蒐
集
の
難
易
、
繭
質
の
善
悪
、
交
通
の
便
否
如
何
を
考

せ
ず
閉
鎖
に
及
ん
だ
金
沢
製
糸
社
@
と
も
通
ず
る
面
を
も
っ
た
と
い
え
よ
う
。
白
峰
製
糸
社
は
多
大
の
抱
負
を
も
っ
て
発
足
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
規
模
は
集
繭
面
か
ら
は
規
模
過
大
で
あ
っ
た
と
考
察
さ
れ
る
。

工
女
「
製
糸
社
則
」
@
に
よ
れ
ば
、
白
峰
製
糸
社
は
「
教
師
ヲ
聴
シ
木
村
井
ニ
近
傍
村
々
ノ
婦
女
子
'
ニ
専
ラ
製
糸
ノ
業
ヲ
教
授
ス
」
る
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明治13年

量|金 額|石当単価| 信州繭購入経費

57石.450 
円 円 円

地 繭 1，473.184 25.7 信州白峰関連送賃 28.0 

買付入費・荷造建等 7.7 

信列、l繭 52.146 1，657.710 31. 8 人日足)日給(1人・ 27 27.0 

繭仲買口銭 22.0 

言十 109.596 3，130.894 28.6 言十

白峰製糸社の繭購入量第1表

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
士
族
授
産
の
一
環
と
し
て
の
富
岡
製
糸
場
の
流
儀
⑮

を
つ
い
だ
も
の
と
み
ら
れ
、
営
利
目
的
と
な
ら
ん
で
多
分
に
地
元
産
業
の
育
成
を
目
途
し

て
い
た
事
業
主
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
工
女
は
雇
入
・
有
志
生
徒
の
二

類
と
し
、
入
場
に
あ
た
り
「
定
約
証
」
を
と
り
、
就
業
期
聞
を
定
め
、
満
期
退
場
に
際
し

卒
業
証
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

教
師
は
県
の
斡
旋
に
よ
り
越
中
福
光
の
製
糸
場
り
よ
二
名
が
派
遣
さ
れ
た
@
。
操
業
は

才出入決算簿・社費詳細簿・日記などより計出。

春
繭
の
集
荷
を
ま
っ
て
六
月
中
匂
開
始
、
九
月
上
旬
の
盆
に
休
業
、
工
賃
を
清
算
し
、
ぁ

と
十
二
月
ま
で
操
業
し
た
。
冬
は
休
業
し
た
が
、
雨
天
に
は
用
水
の
混
濁
に
よ
り
臨
時
休

業
も
し
た
。
就
業
時
間
は
朝
六
時
よ
り
タ
五
時
ま
で
と
し
た
が
、
日
中
の
長
短
に
応
じ
て

伸
縮
さ
れ
た
。
金
沢
製
糸
社
の
八
時
三
九
分
に
比
し
、
著
し
く
長
い
@
o
そ
の
日
給
は
技

術
に
応
じ
十
等
級
(
各
等
正
準
が
あ
り
、
計
二

O
階
級
)
に
分
ち
、
最
高
二

O
銭
、
最
低

参
拾
で
、
金
沢
製
糸
社
の
最
上
級
一
一
銭
よ
り
は
る
か
に
よ
く
な
っ
て
い
る
@
。

工
女
は
自
宅
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
下
の
白
峰
部
落
内
に
地
域
的
に
限
定
さ
れ
、

し
カミ

も
夏
季
、
を
中
心
と
し
た
労
働
で
あ
る
と
と
か
ら
、
出
作
り
の
婦
女
は
従
業
で
き
な
か
っ

た
。
第
二
表
で
工
女
の
実
態
を
み
る
に
、
年
令
で
は
二
四
才
以
下
を
主
と
し
、

と
く
に
十

代
の
層
が
多
い
。
そ
の
多
く
は
未
婚
者
と
推
定
さ
れ
、
繰
糸
技
術
の
伝
習
に
は
好
適
な
層

と
い
え
占
う
。
と
こ
ろ
で
地
内
子
と
工
女
と
の
関
係
は
、
織
田
家
よ
り
の
二
名
を
除
い
て
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第2表白峰製糸社工女の実態 明治11年

/10才以下110一日才115-吋20一間/25--2的制上|計

繰 地j織田家
1 1 2 

内
子lその他 5 1 1 7 

一 般 4 5 2 11 

曳 言十 9 7 4 20 

緒
1(1) 1(1) 

子その他 1 4 5 

一 般 3 3 

取
計 1 9(1) 

大 地j織田家 2 1 3 

隻 内
子lその他 後2 2 

* 繭撰方 一般 1 1 

言十 2 2 2 6 

退 間{織臣家
1 2(1) 3(1) 

子その他 4 1 5 

一 般 2 5 7 

業 計 1 8(1) 6 15(1) 

il- 地内f織国家 2 2(1) 3(1) 2 9(2) 

子その他 1 9 5 2 2 19 

一般 7 7 8 22 

計 l 3 18(1) 15(1) 12 2 

工女等名簿より計出。( )は織田家の家族。
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明治14年

iEセ I~4 円 14~8 円 18~12P3 112叩14 P3 j 計

~20日 3 3人

20~40 日 4 4 

40~60 日 3 3 

60~80日 1 10 2 13 

80~90 日 12 9 18 

白峰製糸ネ土工女賃金第3表

工
女
五

O
名
中
、
地
内
子
は
約
六
割
の
二
八
名
、
さ
ら
に
織
国
家
直
属
の
そ
れ
は

一
O
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
地
内
子
制
度
が
労
使
関
係
の
命
脈
を
な
し
た
と
は

必
ず
し
も
云
い
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
設
立
趣
旨
か
ら
し
て
広
く
工
女
を
募

っ
た
の
で
あ
り
、
経
済
的
、
労
力
的
に
地
内
子
層
よ
り
の
就
業
者
が
隷
属
関
係
を

越
え
て
や
や
多
数
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
退
業
工
女
二
ハ
名
の
理
由
は
死
亡
二
、

嫁
入
六
、
家
事
多
忙
一
の
ほ
か
、
下
稗
四
、
子
守
・
拙
芸
・
脱
走
各
一
で
、
こ
の

七
名
は
結
局
拙
芸
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
繰
糸
技
術
の
習
得
は
か
な
り
難
し

か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
輸
出
糸
の
場
合
、
生
糸
の
量
と
質
の
向
上
は
製
糸
家

の
等
し
く
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
工
女
の
こ
の
た
め
の
労
苦
は
白
峰
に
て

も
数
々
の
「
糸
ひ
き
唄
」
@
の
歌
調
に
偲
ば
れ
る
。

明
治
一
四
年
工
女
の
最
高
は
準
四
等
、
最
低
は
十
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
収
入
は

工男女日給計算簿による。

第
三
表
に
示
す
が
、
六

O
日
以
上
の
就
業
で
八
|
一
四
円
に
及
ん
で
い
る
。
平
均

日
給
ご
ニ
・
四
銭
、
当
年
白
峰
で
白
米
一
升
一
一
・
五
銭
と
比
較
し
て
低
賃
金
で

あ
る
。
し
か
し
就
業
機
会
の
皆
無
に
近
か
っ
た
当
山
村
の
子
女
に
と
っ
て
は
絶
好

の
収
入
源
と
み
ら
れ
よ
う
。
こ
の
賃
金
は
家
計
の
有
力
な
支
え
と
な
っ
た
ら
し

く
、
工
男
女
日
給
計
算
簿
で
は
多
く
の
家
が
賃
金
を
目
当
て
に
米
穀
・
現
金
を
前

叫
倍
旧
し
て
い
る
。
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白峰製糸社輸出糸ならびに諸経費

年度|売渡年月日| 量 額!単価(貫当)
生
明治

4貫5.92 1，561.円622 
円

11 12.4.21 34.01 

12 13.4.6 38.37 2，623.101 68.36 
糸
13 14. 5. 1 59.31 4，131. 872 69.67 

費 日 |金 額

諸 円
生糸運賃(白峰ー横浜) 19.865 

糸問屋原善三郎へのみやげ(紬1反代) 4.320 
経
糸問屋番頭3名への菓子料 10.000 

生糸荷造入費(縄・廷代) 1. 500 
費
郵便・印紙代 1. 000 

明 石田嘉右衛門への払渡(生糸代の約 5/1000) 20.442 

治
生糸売込入費・電信料等 6.925 一

四
糸問屋口銭 51. 628 年

i日L 計 115.680 

第4表

製
品

同
社
の
製
系
は
輸
出
生
糸
で
あ
っ
た
。
器

械
製
上
生
糸
(
第
四
表
)
は
直
接
横
浜
に
搬
出
、
糸
問

屋
を
通
じ
て
売
渡
さ
れ
た
。
夏
・
秋
に
か
け
て
生
産

さ
れ
た
生
糸
は
、
翌
春
深
雪
の
消
え
る
を
待
っ
て
搬

出
さ
れ
た
。
そ
の
径
路
は
明
治
一
一
年
の
場
合
福
井

よ
り
坂
井
港
(
三
国
港
)
に
出
、
海
路
敦
賀
港
に
到

り
、
塩
津
・
大
津
・
神
戸
を
経
、

一
週
間
で
横
浜
に

到
っ
て
い
る
@
。
高
価
軽
量
な
生
糸
の
た
め
運
賃
は

至
極
糸
価
に
対
し
て
低
く
、
交
通
不
便
な
僻
地
か
ら

生糸等売払帳・社費詳細簿による。

遠
隔
地
の
市
場
に
よ
く
販
売
し
得
た
。
た
だ
問
屋
口

銭
そ
の
他
諸
入
費
が
嵩
み
、
総
額
は
約
一
二

O
円
に

達
し
て
い
る
(
第
四
表
)
。
し
か
し
、
そ
の
糸
価
は
横

浜
相
場
と
比
較
し
て
決
し
て
低
く
は
な
く
@
、
前
記

の
好
評
も
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
い
。
元
来
む
つ
し

の
山
桑
に
よ
る
成
繭
は
糸
量
に
乏
し
い
が
、
強
伸
力

と
光
沢
に
富
み
、
か
く
て
白
峰
糸
は
越
前
の
羽
二
重

原
料
と
し
て
賞
用
さ
れ
た
切
が
、
輸
出
商
品
と
し
て
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白峰製糸社の収支決算

|明治日|明治叫|明治日

円
繭 代 1，621. 609 2，287.599 4，032.591 

支
エ 女 日 給 275.697 275.030 

ネ土 員 給 料 463.251 225.030 374.015 

諸 雑 費 243.643 351. 538 670.365 
出

計 2，604.200 3，139.197 5，731. 778 

収入|生糸等売払代 5，319.116 

当ぷZ邑二 ヨl 収 支 -412.662 

第5表

も
ま
た
好
評
を
博
し
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。

経
理

製
糸
社
の
経
理
内
容
を
第
五
表
で
見
る
に
、
明
治
一
二
年
を
除
い

て
赤
字
と
な
り
、
操
業
当
初
に
目
論
ま
れ
た
黒
字
計
画
は
無
残
に
打
破
ら
れ

た
。
と
く
に
初
年
度
の
赤
字
は
大
き
い
。
明
治
一
一
了
三
年
は
糸
価
高
騰
の

好
況
期
で
あ
り
ゅ
白
峰
糸
も
有
利
な
取
引
を
得
た
こ
と
は
前
述
の
ご
と
く
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
三
年
に
は
赤
字
を
生
じ
た
。
す
で
に
金
沢
製
糸
社
が

赤
字
の
悲
運
を
辿
っ
て
い
た
が
、
そ
侮
聴
は
当
然
に
織
国
家
に
て
も
熟
考
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
結
果
は
全
く
同
様
に
現
れ
た
。
そ
の
原
因
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
製
糸
社
の
決
算
簿
を
検
当
す
る
に
、
才
出
入
の
各
項
に
つ
き
著
し
い
利

子
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
今
、
明
治
一
三
年
の
場
合
を
み
る
と

才'出入決算簿による。

(
第
六
表
)
、
利
子
を
除
い
た
金
額
の
収
支
で
は
黒
字
を
生
じ
て
い
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
利
子
は
黒
字
の
約
倍
額
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
利
子
は
会
計
年
度

末
の
翌
年
六
月
ま
で
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
才
入
の
利
子
は
生
糸
が
翌
年

四
・
五
月
に
販
売
さ
れ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
少
い
。
と
こ
ろ
が
才
出
の
約
七

割
を
占
め
る
繭
代
は
約
一
年
近
く
利
子
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
額

は
著
大
と
な
る
。
社
に
運
転
資
金
が
な
く
、

し
か
も
資
金
回
転
の
か
よ
う
に
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明治13年

額|利 計

円
繭 代 3，130.894 901. 697 4，032.591 

支
工女 日 給 555.815 98.992 654.807 

社 員 給 料 324.902 49.113 374.015 

諸 書並 費 549.594 120.771 670.365 
出

計 4，561. 205 1，170.573 5，731. 778 

川生糸等売払代 5;319.116 

差 ヨ| 収 支 -412.662 

備考利子は月 100円につき， 7-12月2円， 1-6月 2.5円の割

白峰製糸社収支決算と利子第6表

遅
い
点
は
、
そ
の
経
営
を
全
く
不
如
意
と
し
た
。
製
品
を
郎
時
販

売
現
金
化
し
得
な
か
っ
た
点
は
、
生
産
量
が
少
く
市
場
を
遠
隔
地

に
求
め
、

し
か
も
交
通
な
ら
び
に
流
通
機
構
の
未
発
達
に
基
く
も

の
と
み
ら
れ
よ
う
。

収
支
費
目
の
構
成
を
見
ょ
う
。
第
七
表
に
全
国
・
石
川
県
の
事

例
を
併
記
し
た
。
年
次
・
経
営
を
異
に
す
る
た
め
厳
密
な
比
較
は

不
可
能
で
あ
る
が
、

一
応
の
目
安
は
得
ら
れ
よ
う
。
そ
の
支
出
は

繭
代
の
比
率
は
低
い
が
、
工
女
・
掛
員
の
人
件
費
が
高
率
で
、
と
く

に
掛
員
給
料
が
高
い
。
し
か
も
収
入
で
は
生
糸
の
比
率
が
低
い
。
ま

た
そ
の
糸
質
は
優
良
と
し
て
も
、
こ
の
た
め
に
要
す
る
繭
・
工
女

は
と
も
に
多
量
で
あ
る
。
勿
論
明
治
二
一
年
に
比
較
し
て
当
時
は

技
術
の
低
劣
は
お
お
え
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
人
件
費
が
高
く
、

才出入決算簿による O

生
産
性
の
低
い
点
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

経
営
の
破
綻
は
多
額
の
利
子
に
よ
り
決
定
的
と
さ
れ
た
が
、
さ

ら
に
人
件
費
の
膨
張
と
生
産
性
の
低
さ
が
加
味
さ
れ
、
交
通
不
便

な
山
村
の
地
域
性
も
作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

資
金

製
糸
社
則
で
は
社
員
四
名
が
義
定
金
百
円
宛
を
納
入
す
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製糸場経営内容の比較

明治 2 1 年

全(坐 繰国~ I石(平 均川) 製白 糸 峰社

支 繭 代 79.1 79.0 70.4 

エ 女 給 料 10.4 9.3 11. 4 

掛 員 給 料 2.0 2.2 6.5 

諸 雑 費 8.6 9.5 11. 7 
出

100 100 100 

収
生 円、rミ 94.2 94.5 92.1 

震斗糸・生皮苧・其他 5.0 4.6 7.1 

雑 収 入 0.7 0.9 0.8 

入
言十 100 100 100 

差 ヨ| 収 文 ゐ[-…1-… 
生糸代÷繭代 x100 110 

製糸 繭 石 数 17.75 22.11 29.57 

百当斤
工 女 人 員 533 714 936 I 

第7表

る
定
で
あ
り
、

「
繭
買
入
等
ノ
資
本

金
ハ
社
中
ノ
者
ヨ
リ
公
平
ニ
出
金
セ

シ
メ
、
他
日
決
算
ノ
時
相
当
ノ
利
子

ヲ
附
シ
元
利
返
金
ス
ル
」
@
定
で
あ

農事調査表巻ノ二による。

コ
ご
や
、
A

、

，

φ
h

カ

そ
の
履
行
を
裏
書
す
る
資

料
は
み
ら
れ
な
い
。
同
社
の
諸
帳
簿

を
み
る
に
、
同
社
使
用
の
薪
炭
・
工

女
の
前
借
金
穀
は
織
田
家
が
担
当
し

て
お
る
こ
と
か
ら
、
資
金
操
作
は
同

家
が
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同

明治21年資料は農林省農務局

社
は
一
応
結
社
の
組
織
を
な
す
が
、

実
質
は
織
田
家
の
個
人
経
営
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
原
料
繭
購
入
の
た
め
、

多
額
の
金
を
集
中
的
に
調
達
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
製
糸
業
の
一
般
性
@

は
、
こ
こ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
金



融
機
関
未
発
達
の
明
治
初
期
は
と
く
に
こ
れ
は
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。
衰
運
傾
向
に
あ
っ
た
織
田
家
と
は
い
え
、
ま
だ
土
地
・
林
木
の
所
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有
は
絶
大
で
、
こ
の
背
景
の
も
と
に
運
転
資
金
は
借
入
金
に
仰
が
れ
た
。
こ
の
場
合
政
府
の
産
業
保
護
奨
励
策
と
し
て
放
出
さ
れ
た
政
府

資
金
に
た
よ
る
の
が
、
明
治
一

C
年
代
の
傾
向
で
あ
り
、
聞
社
で
も
ま
ず
こ
の
方
途
が
と
ら
れ
た
。
明
治
一
二
年
六
月
、
起
業
資
本
金
五

ハ
マ
マ
)

「
諸
会
社
等
ヨ
リ
金
借
セ
ン
ト
欲
シ
候
へ
蹴
、
徒
ラ
ニ
高
利
ノ
為
メ
純
益
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
」
@

千
円
の
貸
付
を
県
当
局
に
願
出
て
い
る
。

と
い
っ
て
い
る
点
に
官
金
借
用
の
有
利
性
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
不
許
可
と
な
り
、
翌
一
三
年
に
は
白
峰
が
大
火
に

見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
加
味
さ
れ
て
、
再
度
一
・
五
万
円
の
借
用
を
願
出
た
が
こ
れ
も
ま
た
不
成
功
に
終
っ
た
。
こ
れ
ら
の
願
出
の
た
め
、

連
署
者
に
は
相
応
の
出
費
を
要
し
た
が
、
こ
れ
は
不
成
功
の
た
め
織
田
家
の
内
情
を
一
層
苦
し
く
し
た
@
o

し
か
も
再
度
出
願
し
た
点
に

資
金
難
の
程
を
よ
く
推
知
し
ろ
る
。
と
こ
ろ
で
石
川
県
に
対
す
る
貸
付
官
金
は
、
明
治
ご
ニ
年
士
族
授
産
の
目
的
で
七
万
円
、
う
ち
三
・

五
万
円
が
金
沢
撚
糸
社
の
後
身
興
産
社
へ
、
約
一
・
五
万
円
が
自
家
営
業
者
へ
、
二
万
円
が
準
備
金
に
当
て
ら
れ
た
@
o

か
か
る
事
情
か

ら
し
て
白
峰
製
糸
社
へ
の
貸
付
を
優
先
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
要
請
金
額
は
余
り
に
も
多
額
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
く
て
運
転
資
金
は
民
間
融
資
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
創
業
前
の
明
治
八
年
、
織
国
家
は
大
聖
寺
融
通
会
社
よ
り
千
円
を

利
足
月
一
・
八

l
二
・
二
分
(
年
利
約
二
・
二

l
二
・
七
割
)
で
借
用
し
た
@
。

明
治
一
二
年
四
月
横
浜
で
の
生
糸
売
渡
に
際
し
て
は
、

糸
価
下
落
の
た
め
の
中
勘
で
代
金
先
渡
を
一
部
受
け
て
は
い
る
@
が
、
常
時
糸
問
屋
の
融
資
を
仰
い
だ
と
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て

そ
の
資
金
は
地
元
も
し
く
は
近
隣
資
産
家
よ
り
借
入
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
大
聖
寺
金
融
会
社
の
利
率
と
近
似
の
も
の
が

襲
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
前
記
決
算
簿
の
利
子
計
算
は
過
大
で
は
な
か
っ
た
、
企
業
の
赤
字
は
織
田
家
の
経
済
を
一
層
困
難
に
し
、
か
く

て
製
糸
場
は
廃
業
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
官
金
借
用
の
願
出
は
当
谷
有
力
者
の
連
署
を
も
っ
て
、
明
治
一
五
年
(
一
・
五
万
円
)
@
、
同

一
六
年
(
一
了
五
万
円
)
@
と
続
け
ら
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
不
首
尾
に
終
っ
て
い
る
。



豊
成
社
設
立
と
製
糸
社
の
終
末

か
か
る
経
営
の
実
態
を
挽
回
す
る
た
め
、
当
然
対
策
が
樹
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
織
国
家
は
明
治
一
四
年
、
養
蚕
・
木
材
の
売

を
目
的
と
す
る
豊
成
社
を
興
す
に
至
っ
た
@
が
、
そ
の
内
実
は
製
糸
社
衰
運
の
根
本
原
因
を
払
拭
す
る
た
め
の
、
低
利
資
金
供
給
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
@
o
か
く
て
同
年
県
よ
り
二
・
五
万
円
の
貸
付
許
可
を
得
、
積
年
の
努
力
が
報
い
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
⑫
が
、
不
幸
同
年
発
は
そ
の
実
現
を
み
ず
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
こ
の
為
か
現
実
に
は
資
金
借
用
は
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
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で
あ
る
。
製
糸
社
の
柱
石
発
の
急
逝
に
よ
り
そ
の
運
営
は
行
詰
り
、
明
治
一
五
年
に
は
製
糸
社
は
廃
業
、
織
出
家
は
「
大
改
革
」
と
称
す
る

家
財
整
理
を
せ
ま
ら
れ
る
に
い
た
り
、
多
大
の
抱
負
を
も
っ
て
発
足
し
た
事
業
は
却
っ
て
織
国
家
の
生
命
令
}
掘
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
明
治
二
ハ
年
よ
り
工
場
は
同
一
社
名
で
村
内
有
力
者
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
経
営
を
持
続
し
た
@
が
、
資
金
調
達
の
必
要
性
は

変
り
な
く
前
記
官
金
借
用
の
願
出
と
な
っ
た
。
そ
の
経
営
内
容
を
示
す
資
料
の
な
い
た
め
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
さ
し
た
る
仲
張
も

み
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
明
治
二
十
年
製
糸
器
械
は
残
ら
ず
売
払
わ
れ
て
い
る
o
@

製
糸
社
の
地
元
に
及
ぼ
し
た
影
響

製
糸
社
が
創
業
に
当
り
提
唱
し
た
製
糸
技
術
の
高
揚
は
、
事
業
の
失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
元

来
手
挽
に
よ
り
、
越
前
機
業
の
原
料
糸
を
挽
喝
さ
、
そ
の
糸
質
は
認
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
規
格
の
厳
し
い
輸
出
製
糸
の
技
術
を
伝
習
せ

し
め
、
こ
れ
を
地
元
に
残
し
た
こ
と
は
以
後
の
製
糸
発
展
の
前
提
を
な
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
現
金
収
入
の
機
会
に
恵
ま
れ
や
す
、

と
く
に
婦
女
の
労
働
力
を
賃
銀
佑
し
得
な
か
っ
た
当
時
の
山
村
に
お
い
て
、
想
応
の
現
金
収
入
を
得
し
め
た
こ
と
は
そ
の
家
庭
経
済
の
有
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力
な
支
え
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
一
般
民
を
商
品
流
通
経
済
の
柑
摘
に
引
入
れ
し
め
、
そ
の
封
建
体
制
を
く
ず
す
端
緒

と
な
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。
当
山
村
民
は
工
女
と
し
て
の
就
労
を
、

た
と
え
労
働
に
辛
苦
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
喜
ん
だ
と
い
う
伝
承
は
当



然
と
思
わ
れ
る
。
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輸
出
糸
質
の
改
良
に
は
製
糸
技
術
の
高
揚
と
な
ら
ん
で
、
繭
質
の
改
良
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
養
蚕
技
術
の
改
善
を
要
求

す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
織
田
家
は
深
い
関
心
を
示
し
た
。
@
た
だ
そ
れ
が
ど
の
程
度
具
顕
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
村
民
に

そ
の
眼
を
聞
か
し
め
た
点
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

白
峰
一
帯
は
古
く
よ
り
越
前
勝
山
の
商
圏
に
属
し
、
流
通
上
不
当
な
取
引
を
せ
ま
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
地
元
産
業
の
育
成
を
は
ば
む
も

の
で
あ
っ
た
@
o
製
糸
社
の
発
足
は
従
来
の
越
前
商
人
の
買
た
た
き
を
脱
し
、
そ
の
主
産
物
た
る
産
繭
を
有
利
に
販
売
し
得
る
利
益
を
与

え
た
。
勿
論
従
来
よ
り
繭
、
糸
は
地
主
商
人
の
手
を
通
じ
て
売
捌
か
れ
、
村
民
と
地
主
商
人
と
の
取
引
関
係
は
単
な
る
商
業
関
係
以
上
の
根

深
い
関
係
が
恋
っ
た
が
故
に
、
そ
れ
を
越
え
て
白
峰
製
糸
社
が
集
繭
す
る
た
め
に
は
若
干
高
価
に
買
取
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
従
来
の
手
挽
に
よ
る
小
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ャ
ー
や
問
屋
制
家
内
工
業
に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

現
に
桑
島
の
資
産
家
杉
原
家
は
、
聞
社
員
で
も
あ
っ
た
が
、
糸
の
売
買
量
が
明
治
二
一
年
以
降
著
減
し
て
い
る
。
@
恐
ら
く
当
初
製
糸
社

の
出
現
は
地
主
商
人
層
か
ら
は
快
く
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
良
質
糸
製
造
と
中
間
商
人
の
排
除
に
よ
る
取
引
の
有
利
性
は
、

等
し
く
同
感
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
六
年
拝
借
金
の
願
書
に
白
峰
・
桑
島
・
鴇
ケ
谷
の
有
力
者
の
署
名
の
み
ら
れ
る
点
は
、
@

そ
れ
が
当
時
戸
長
役
場
の
行
政
区
域
に
相
当
す
る
こ
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
製
糸
社
の
有
用
性
を
認
め
て
の
結
果
と
も
見
ら
れ
る
。

か
く
て
明
治
二
十
年
代
糸
価
の
好
況
の
許
に
、
こ
の
谷
奥
に
新
な
製
糸
場
が
設
立
を
み
る
が
、
そ
の
機
運
は
こ
こ
に
醸
成
さ
れ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

一
方
僻
村
の
交
通
不
便
は
物
資
の
流
通
・
通
信
上
の
不
利
を
痛
感
せ
し
め
、
と
く
に
変
動
甚
し
い
糸
価
に
対
し
て
聾
桟
敷
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
山
村
の
発
展
を
抑
制
す
る
こ
と
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
か
く
て
交
通
改
善
の
重
要
性
を
村
内

識
者
に
一
層
明
確
に
認
識
せ
し
め
た
と
い
え
よ
う
。
@



製

糸

業

。

隆

替

白
峰
製
糸
場
の
成
立

白
峰
製
糸
社
廃
業
以
後
手
挽
座
繰
が
復
活
し
、
製
品
は
従
前
の
仕
来
に
よ
り
越
前
方
面
に
販
出
さ
れ
た
。
し
か
し
企
業
熱
は
消
滅
し
た

わ
け
で
な
く
、
明
治
二

0
年
代
の
好
況
期
を
迎
え
て
製
糸
場
の
新
設
を
み
た
。
す
な
わ
ち
明
治
二
三
年
織
田
市
次
郎
(
初
代
)
に
よ
る
白
峰
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製
糸
場
(
末
一
製
糸
場
)
が
こ
れ
で
あ
る
。
氏
は
明
治
一
七
年
手
挽
に
よ
る
小
工
場
を
設
立
し
た
が
、
白
峰
製
糸
社
の
器
械
を
購
入
し
て

こ
れ
を
拡
充
し
た
と
い
わ
れ
る
。

み
よ
う
だ
ん

初
代
市
次
郎
は
明
谷
の
出
自
、
明
治
七
年
分
家
し
て
白
峰
に
出
、
出
作
り
一
帯
を
ま
わ
っ
て
食
料
・
臼
用
品
を
行
商
し
た
。
こ
の
間
漸
次

資
本
を
蓄
積
す
る
と
共
に
、
村
民
一
般
か
ら
絶
大
の
信
用
を
得
る
に
到
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
信
用
は
爾
後
の
企
業
発
展
の
根
底
を
培

う
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
白
峰
製
糸
社
の
廃
業
後
自
力
で
製
糸
に
手
を
つ
け
た
。
明
治
二
三
年
に
は
白
峰
地
下
の
の
る
段
丘
崖
下
の
尻

江
地
籍
に
水
車
に
よ
る
製
糸
場
を
設
立
、
兄
清
兵
衛
(
出
出
資
)
と
共
同
で
創
業
し
た
。
工
女
は
三
四
名
@
で
、
そ
の
う
ち
に
は
白
峰
製

糸
社
の
技
術
伝
習
者
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
。
明
治
二
九
年
手
取
川
の
水
害
に
よ
り
、
炭
倉
一
棟
を
流
失
し
た
た
め
、
⑮
の
ち
段
丘
上
に

移
転
し
た
。
同
所
は
集
落
を
貫
流
す
る
用
水
の
川
尻
で
あ
っ
た
が
、
用
水
利
用
の
規
制
が
厳
し
い
こ
と
@
か
ら
、
明
治
三

O
年
水
道
株
一

株
を
求
め
、
@
工
業
用
水
を
確
保
し
た
。
こ
の
エ
場
は
現
在
同
家
の
製
材
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
操
業
は
春
繭
の
出
廻
り
か
ら
十

二
月
下
句
ま
で
で
、
冬
期
は
用
水
が
凍
り
、
ま
た
君
主
水
が
流
入
し
、
糸
賀
を
悪
化
す
る
為
休
業
し
た
が
、
三
月
中
匂
よ
り
約
一
ヶ
月
春
挽

を
行
っ
た
。
当
初
原
料
繭
は
地
元
を
主
体
に
集
め
、
生
糸
は
勝
山
方
面
に
出
荷
し
た
。
白
峰
製
糸
場
は
爾
後
成
立
の
工
場
の
興
亡
を
よ
そ
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に
戦
時
中
ま
で
持
続
し
、
ま
さ
に
白
峰
に
お
け
る
製
糸
の
中
核
を
な
す
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
白
峰
製
糸
祉
が
既
成
の
大
地
主
層
に
よ

り
経
営
さ
れ
、
資
金
を
官
金
に
求
め
て
失
敗
し
た
の
に
対
し
、
白
峰
製
糸
場
が
資
産
の
背
景
が
な
く
、
文
字
通
り
裸
一
貫
よ
り
出
発
し
、



第8表 主要製糸場の経営実態 大正3年

$ 
工 場 名|白峰製糸場|清八工場|鶴吉工場|嘉助工場|桑島製糸場

所 在 地 白 峰 自 峰 桑 島 白 峰 桑 島

持 主 織田市次郎 織田清人 水上鶴吉 紙谷三五郎 藤場利之吉

会日 業 年 月 明治23年6月 明治33年7月 明治35年6月 明治43年7月 明治45年6月

年間操業回数 150 150 140 150 145 

就 業 時 関 12(5.30-5.30) 12(5.30-5.30) 13(5.00-6.00) 12(5.30ー5.30) 13(5.00-6.00) 

線 糸 釜 数 46 17 14 9 28 

工 女 数 53 20 8 26 

職工賃金(日) 提25銭 持25銭 23銭 た23銭

労 働 人 夫 男 2 女 2 男 1 男 1 男 4

年間使用繭(石当) 300石 (40円) 165石 (40円) 100石(45円) 35石(40円) 80石(45円)

240貫(40円) 130貫 (48円) 一
繰糸 足踏糸量(貫当) 80貫(45円) 21貫(45円) 1噸 (45円) I 

高屑物量(貫当) 80貫(4円) 40貫(4円) 35貫(3円) 9貫(4円) 60貫(3円)

廃 業 年 昭和17年 昭和17年 大正9年 大正10年 大正8年

転 業 職 種 真綿製造・製材 真綿製造 紳織(明42年) 材醤木油運醸搬造業 紳 織

白峰村役場製糸工場票による。 発大正5年の資料による。
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白峰製糸場の推移

職 工
ー就日業数 就時業間

男|女|計
釜数 繭使用高 製造高費(百斤) 工賃金

明治27 3 37 
石
13貫8 29 1 34 35 29 115 

33 3 70 73 140 12 2銭0 

円
36 70 70 140 249 149 180 15-18 

38 63 63 38 130 255 153 160 

大正 3 2 53 55 46 150 12 300 240 

4 65 65 50 150 500 432 200 25 

‘8 3 54 57 130 13 6，30貫0 600 80 

14 2 55 57 450 80 

昭和15 2 44 46 37 6，216 907 83 

第9表

し
か
も
事
業
に
成
功
し
継
続
し
得
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
点
で

あ
る
。製

糸
場
の
族
出

座
繰
全
盛
時
代
と
称
さ
れ
る
明
治
二

0
年
代
、
白
峰
の
座
繰
製

糸
量
は
器
械
製
糸
量
の
仇
に
当
る
程
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三

O
年

代
に
至
る
と
著
減
し
、
器
械
製
糸
が
急
増
し
た
。
明
治
四

0
年
代

以
降
に
は
ま
た
や
や
座
繰
の
復
活
を
み
た
が
、
量
的
に
は
器
械
製

糸
が
増
大
を
辿
っ
て
い
る
@
o

し
か
し
製
糸
総
量
で
は
明
治
三
三

平
を
一
頂
点
と
し
て
大
正
三
年
に
い
た
る
ま
で
は
減
少
傾
向
を
示

し
、
座
繰
戸
数
も
減
じ
て
い
る
。
こ
の
間
製
糸
業
者
に
変
転
が
あ

白峰村役場工場票による。

り
、
若
干
の
集
中
傾
向
が
み
ら
れ
た
模
様
で
あ
る
。
明
治
三
三
年

か
ら
明
治
末
年
に
か
け
て
、
白
峰
・
桑
'
局
に
三

O
釜
以
下
の
工
場

の
出
現
を
み
た
(
第
八
表
)
が
、
と
の
ほ
か
に
も
数
釜
の
小
工
場
が

諜
生
し
た
。
清
八
工
場
以
外
は
す
べ
て
座
繰
(
足
踏
)
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
経
営
者
は
一
応
の
有
資
産
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
大
正

九
年
の
恐
慌
に
転
業
し
、
自
力
を
も
っ
て
創
業
し
た
両
器
械
製
糸

場
が
風
雪
に
耐
え
て
持
続
し
た
点
は
ま
こ
と
に
感
銘
深
い
。
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当
谷
製
糸
の
中
軸
を
な
し
た
白
峰
製
糸
場
に
つ
い
て
推
移
を
み
よ
う
。
第
九
表
で
そ
の
実
態
を
概
観
す
る
に
、
職
工
・
釜
数
は
漸
次
拡

犬
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
は
最
大
で
あ
っ
た
。
企
業
整
備
時
三
七
釜
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
釜
数
で
は
の
ち
減
じ
て
い

る
。
し
か
し
製
糸
高
は
増
大
し
、

と
く
に
大
正
中
期
以
降
に
著
し
い
。
全
国
的
な
製
糸
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
糸
質
の
向
上
と
経
営
の

合
理
化
が
実
施
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
の
必
要
は
同
様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
足
踏
座
繰
か
ら
は
じ
め
て
、
明
治
二
三

年
に
は
水
車
使
用
、
二
条
繰
か
ら
昭
和
三
年
間
谷
よ
り
購
入
の
五
条
繰
機
械
三
七
釜
に
代
り
、
教
婦
も
同
所
よ
り
招
き
近
代
化
を
計
っ

た
。
な
お
繭
煮
・
揚
返
場
乾
燥
用
と
し
て
蒸
気
汽
櫨
(
径
三
・
二
択
、
長
一

O
択
)
を
大
正
三
年
豊
橋
よ
り
購
入
し
た
。
@
し
か
し
全
国
的

な
近
代
化
の
歩
調
に
同
調
は
で
き
ず
、
相
対
的
に
は
設
備
の
格
差
を
漸
次
大
き
く
し
た
。
こ
う
し
た
設
備
の
劣
勢
は
不
況
時
に
明
瞭
に
示

さ
れ
、
大
正
末
期
以
降
は
赤
字
の
年
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
大
正
年
代
は
そ
の
隆
昌
期
で
織
田
家
は
富
の
蓄
積
も
多
く
、
村
内
の
有

力
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
以
降
の
不
況
に
よ
り
赤
字
補
填
の
た
め
、
時
に
は
蓄
財
を
放
出
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
終
業
時
の
赤
字
は
真
綿

製
造
へ
の
転
換
に
よ
り
漸
く
消
化
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
隆
盛
の
実
態
を
眺
め
て
み
よ
う
。

原
料
繭

繭
は
当
谷
中
の
白
峰
・
尾
口
・
新
丸
村
な
ど
よ
り
買
集
め
る
の
を
主
体
と
し
た
。
村
内
産
繭
量
は
明
治
二

0
年
代
約
二
万
貫

弱
、
三

0
年
代
一
万
貰
台
、
四

0
年
代
か
ら
大
正
時
代
は
一
万
貫
以
下
と
漸
次
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
@
。
明
治
年
代
製
糸
場
の
繭
消

費
量
は
約
二
千
貫
台
で
あ
る
か
ら
、
優
に
居
買
に
よ
る
地
元
調
達
が
可
能
で
あ
っ
た
。
繭
買
上
帳
の
分
析
に
よ
っ
て
も
こ
れ
は
認
め
ら
れ

る
が
、
大
正
中
期
以
降
の
消
費
量
の
増
大
と
地
元
製
糸
場
の
震
生
は
、
産
繭
の
減
少
と
あ
わ
せ
て
、
地
元
の
集
繭
を
漸
次
困
難
に
し
た

(第一

O
表
)
。
交
通
の
近
代
化
が
お
く
れ
た
白
峰
も
、
大
正
時
代
鶴
来
方
面
か
ら
車
道
の
建
設
が
進
ん
で
来
、
大
正
二
二
年
に
は
白
峰
ま

で
改
修
せ
ら
れ
る
に
到
っ
た
の
で
、
遠
方
へ
の
出
買
は
容
易
と
な
っ
た
。
か
く
て
糸
質
の
劣
る
二
番
繰
の
繭
は
宇
ノ
気
・
犀
川
・
今
江
・
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白峰村繭生糸の移出入量

移

繭 |生糸| 繭

明治27 4，0貫00 26貫0 

26 480 

43 500 800 2，0貫00 

大正 4 786 500 

9 929 1， 000 

95-98頁による。

粟
、
津
な
ど
の
県
下
養
蚕
地
よ
り
集
め
ら
れ
、
白
峰
ま
で
の
自
動
車
利
用
が
可
能
と
な

第10表

る
に
及
ん
で
、
富
山
・
新
潟
・
岐
阜
・
愛
知
な
ど
よ
り
乾
繭
を
買
集
め
も
し
た
。
遠

方
よ
り
の
繭
は
結
局
高
価
と
な
り
経
営
を
圧
迫
す
る
一
要
因
と
な
っ
た
。
人
背
に
よ

り
集
繭
し
た
時
代
が
最
も
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
。
地
元
産
繭
量
の
減
少
は
、
糸
価

下巻

の
暴
落
と
あ
わ
せ
て
製
糸
業
の
存
続
を
危
く
さ
せ
た
。

白峰村史

ヱ
女

地
元
白
峰
よ
り
の
通
勤
に
よ
っ
た
点
は
変
り
な
い
が
、
そ
の
年
令
は
た
と

え
ば
明
治
三
三
年
の
例
で
は
、

一
四
才
以
上
が
四

O
名
の
ほ
か
、

一
四
才
以
下
が

O
名
も
あ
る
点
は
注
目
し
た
い
。
し
か
し
事
業
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
か
ら
既
婚
者
の

就
労
も
多
く
、
な
か
に
は
四
八
年
も
の
勤
続
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
賃
金
は
同
年
二

O
銭
(
第
九
表
)
、
労
働
時
聞
は
一
二
時
間
で
あ

る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、
県
下
機
業
の
労
働
条
件
に
等
し
く
@
、

決
し
て
好
状
態
と
は
い
わ
れ
な
い
。
大
正
時
代
の
労
賃
事
情
(
第
一
一
表
)

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
二
八
年
白
峰
村
の
女
子
賃
銭
が
農
作
日
雇
一

O
銭
、
養
蚕
一
一
銭
に
対
し
、
蚕
糸
繰
一
五
銭
(
役
場

資
料
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
良
好
な
現
金
収
入
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
同
家
で
は
商
業
を
営
ん
で
い
た
の

で
、
労
賃
も
日
用
品
の
購
入
で
清
算
さ
れ
る
家
が
多
か
っ
た
。

143 

製
品

白
峰
製
糸
社
が
横
浜
へ
の
直
売
を
な
し
た
の
に
対
し
、
白
峰
製
糸
場
は
越
前
へ
の
販
売
を
主
体
と
し
た
@
。
な
か
で
も
勝
山
へ

の
移
出
が
圧
倒
的
で
、

と
く
に
白
木
屋
と
の
取
引
が
そ
の
中
核
を
な
し
た
。
そ
の
ほ
か
越
前
の
大
野
・
河
和
田
・
鯖
江
・
栗
田
部
や
加
賀

の
小
松
な
ど
に
も
若
干
販
売
し
た
。
大
正
一
三
年
金
沢
方
面
へ
の
車
道
開
通
に
と
も
な
い
金
沢
へ
の
出
荷
も
み
た
が
、
昭
和
一

O
年
以
降

に
本
格
化
し
た
。
要
す
る
に
北
陸
の
機
業
に
原
料
を
供
給
し
て
い
た
。
白
木
屋
で
は
横
浜
移
出
も
し
た
模
様
で
あ
る
が
、
と
こ
の
製
糸
は
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第11表

白峰製糸場エ女の労働事情

大正2年

就労日数 日給の階層別

人 ノ¥
100日以下 2 10銭以下 1 

100日~ 3 10銭匂 3 

110日v 2 15銭v 23 

120 日~ 1 20銭~ 46 

130日~ 7 25銭v 44 

140日V 7 30銭~ 6 

150日~ 7 計 123 * 

160日~ 3 

170日v 2 

計 34 餅米 27銭.5 

上 米 24 
賃金総額

17 米
人
朝鮮米 20 10円v 3 

20円~ 7支那米 20.5 

30円~ 15 稗 9 

40円v 8 
エ女1日

24銭.5 50円~ 1 
平均賃金

言十 34 

者決算は年聞を3期にわけであり，

各期毎に集計したので工女数と合

下組糸挽帳より計出。わない。

輸
出
不
合
格
の
場
合
が
多
く
、
わ
ず
か
に
昭
和
七
・
八
年
に
輸
出
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
備
と
製
品
の
質
か
ら
し
て
あ
え
て
輸
出

資
金

を
ね
ら
わ
な
か
っ
た
点
に
、
工
場
存
続
の
一
因
由
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

多
大
の
原
料
購
入
資
金
の
手
当
は
白
峰
製
糸
場
と
て
緊
要
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
一

0
年
代
ま
で
の
政
府
保
護
千
捗
政
策
と

自
由
放
任
政
策
の
あ
と
を
う
け
、
二

0
年
代
は
米
国
需
要
の
増
大
の
も
と
、
発
展
助
長
政
策
の
採
用
に
よ
り
、
製
糸
の
躍
進
期
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
で
資
金
は
民
聞
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
銀
行
は
製
糸
家
へ
の
融
資
を
危
険
視
す
る
時
代
で
あ
っ
た
@
。
同
製
糸
場

の
場
合
、
当
初
資
金
は
地
元
資
産
家
よ
り
融
資
を
う
け
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
製
糸
の
有
望
性
が
見
透
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、

他
面
織
田
市
次
郎
の
築
い
た
長
年
の
信
用
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
企
業
の
確
立
に
よ
り
自
己
資
本
も
漸
次
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
は
家
屋
・
土

蔵
(
繭
倉
)
・
山
林
田
畑
等
に
転
化
も
さ
れ
た
が
@
、
他
方
勝
山
の
糸
問
屋
・
銀
行
な
ら
び
に
県
下
諸
銀
行
か
ら
の
融
資
を
可
能
に
し
た
。

第
二
一
表
は
一
時
期
の
事
情
を
示
す
が
、
明
治
後
期
以
降
銀
行
融
資
が
主
体
と
な
り
、
村
内
資
産
家
よ
り
金
融
機
関
へ
と
移
行
し
て
い



白山麓白峰村における明治大正期製糸業の変貌145 

(単位円)

|村内個人|費問屋|勝山銀行|県内銀行|鶴来個人| 計

明治37 5，000 4，000 9，000 

38 8，400 3，000 11，400 

39 3，400 9，650 4，500 17，550 

40 2，100 3，500 11，816 4，500 21，916 

41 2，500 500 3，880 4，400 11，280 

42 14，300 3，050 17，350 

43 6，650 3，700 10，350 

44 3，150 3，700 6，850 

大正元 3，150 8，400 11，550 

2 150 13，280 13，430 

3 150 6，300 10，850 17，300 

4 250 2，700 13，800 1，000 17，750 

白峰製糸場の借入金額第12表

る
。
こ
の
頃
は
村
内
融
資
者
も
実
質
は
個
人
的
金
融
業

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

経
理

当
製
糸
場
の
経
理
実
態
は
明
治
末
期
の
残
存

資
料
@
に
よ
り
伺
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
明
治
四

O

年
が
赤
字
二
、

一
五

O
円
、
四
一
年
が
黒
字
九
九
・
九

円
、
四
二
年
が
同
じ
く
一
、
八
八
一
円
と
な
っ
て
い

一
般
に
こ
の
年
代
は
黒
字
年
度
が
多
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
第
一
三
表
の
収
支
内
容
を
み
る
に
、
支
出
に

る。掛
員
給
料
の
計
上
が
な
い
。
こ
れ
は
白
峰
製
糸
社
が

応
近
代
的
組
織
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
大
き
な
経
費
を
あ

て
た
の
と
(
第
五
表
)
全
く
対
蹄
的
で
あ
り
、
詰
製
糸

万年大幅帳より計出。

場
の
下
か
ら
の
自
生
的
性
格
を
よ
く
示
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。

明
治
四

0
・
四
二
の
両
年
度
を
比
較
し
て
、
赤
字
の

四
O
年
は
繭
代
の
高
率
と
生
糸
代
の
低
率
が
目
に
つ

く
。
繭
糸
価
は
製
糸
企
業
の
成
否
を
左
右
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
第
七
表
と
比
較
し
て
も
こ
の
点
は
認
め
ら
れ
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第13表 白峰製糸場収支決算の内容 (単位円)

金 額 率

繭 代 21，909.343 80.6 

支 糸挽賃 (工女日給) 2，328.040 8.6 
明

諸 雑 費 2，977，170 10.9 

内銀行利子 1，427.640 5.3 
i省

駄 賃 58.102 0.2 

出 炭 代 928.200 3.5 
四

言十 27，214.553 100 

O 生 糸 22，944.130 91. 6 
収
震斗糸・生皮苧・踊 1，136.518 4.5 

年 玉 繭 983.900 3.9 
入

計 25，064.548 100 

差 ヨl

繭 代 14，117.367 70.4 
支
糸挽賃 (工女日給) 2，425.028 12.1 

明
諸 雑 費 3，522.470 17.5 

治
出

言十 20，064.865 100 

四 生 糸 20，362.520 92.8 
収

一
民斗糸・生皮苧・踊 1，223.455 5.6 

一
玉 繭 360.100 1.6 

年
入

計 21，946.045 100 

差 百|

せしば，ぞよ長より計出。
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生糸・繭・賃金.の比較

42 

X24.5 

25.0 

~l 
38 

繭

第14表

42 

538.1 峰製糸場

県JlI 

白

石

A.31. 3 

×大正2年，A.長野県のものを示す。白峰製糸場以列は日本帝国統計年鑑に

よる。

41 450.6 国全

繭lこ対する生糸の比率

白峰製糸ネ士 白峰製糸場

明治 13年 明治 40年 l明治 42年
生糸 数量 5.4% 6.5 7.2 

繭 金額 133% 105 144 

第15表

ょ
う
。
と
こ
ろ
で
第
一
四
表
で
は
白
峰
製
糸
場
の
繭
価

は
安
く
、
生
糸
は
高
価
で
あ
り
、
労
賃
も
ま
た
安
い
。

と
く
に
明
治
四
二
年
の
糸
価
は
高
く
、
こ
れ
が
結
局
は

黒
字
を
産
む
一
大
根
源
を
な
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に

第
一
五
表
で
歩
留
を
み
る
に
、
明
治
ご
ニ
年
に
比
較
し

て
向
上
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
と
く
に
明
治
四
二
年
の

そ
れ
は
著
し
い
。
第
九
表
か
ら
計
出
し
て
も
同
製
糸
場

の
歩
留
は
大
正
以
降
著
し
く
進
展
し
て
お
り
、
こ
れ
も

見
落
し
て
な
ら
ぬ
点
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
全
国
的
な

製
糸
業
の
近
代
化
よ
り
見
た
場
合
、
当
工
場
当
事
者
の

糸売帳・繭入帳より計出。

一
口
明
で
は
漸
次
先
進
工
場
と
の
格
差
を
拡
大
さ
れ
て
い

っ
た
。
昭
和
三
年
の
新
機
械
の
導
入
も
こ
の
対
策
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
手
取
川
水
系
に
そ
い
鶴
来
方
面
よ
り
の
道
路

改
修
が
前
進
し
、
大
正
ご
ニ
年
に
は
白
峰
・
市
ノ
瀬
に

達
し
た
が
、
こ
の
交
通
発
達
も
企
業
に
影
響
し
た
。
坪

買
を
主
体
と
し
て
い
た
地
元
繭
は
外
域
市
場
と
連
接
す
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白峰製糸場生糸・繭価の全国との比較

金額 (10貰当，円) f旨 数

白峰製糸場 全 国 白峰製糸場 l全 国

生糸|繭 生糸|稿 繭 l生糸| 繭
明治42 538.1 27 450.6 100 100 100 100 

43 557.4 27 476.3 39 104 100 106 95 

大正 2 591. 3 39 488.8 46 109 144 108 112 

5 723.0 47 665.0 54 133 174 148 132 

第16表

る
に
い
た
り
、
そ
の
産
額
の
減
少
と
あ
わ
せ
て
、
購
入
価
格
は
漸
次
釣
上
り
、
逆
に
生

糸
の
価
格
は
糸
況
に
影
響
さ
れ
て
低
率
化
せ
し
め
ら
れ
た
。
第
一
六
表
の
指
数
は
全
国

と
比
較
し
て
こ
の
点
を
明
瞭
に
示
す
。
ま
た
一
方
交
通
改
善
に
と
も
な
う
賃
労
働
化
の

発
展
に
よ
り
工
女
賃
金
も
上
昇
さ
れ
た
。
か
く
て
当
谷
の
製
糸
業
は
そ
の
存
立
の
有
力

な
基
盤
を
漸
次
崩
壊
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
時
の
著
し
い
糸
況
の

変
動
@
は
そ
の
対
策
に
多
大
の
苦
心
を
要
求
せ
し
め
た
。

諸
製
糸
場
の
転
廃

日本帝国統計年鑑による。

か
か
る
大
正
前
期
の
製
糸
業
の
実
情
か
ら
し
て
、
当
地
製
糸
家
中
、
小
規
模
か
つ
設

備
劣
悪
な
も
の
は
そ
の
打
開
の
方
途
を
見
出
し
得
ず
、
困
惑
状
態
に
お
か
れ
た
。
大
正

八
年
の
好
況
に
ひ
き
か
え
、
翌
九
年
の
糸
価
大
暴
落
は
こ
れ
ら
製
糸
家
の
進
退
を
決
定

的
に
し
た
。
第
八
表
の
ご
と
く
坐
繰
製
糸
は
こ
の
時
期
に
転
廃
し
、
多
く
は
紬
織
に
転

じ
、
わ
ず
か
に
器
城
製
糸
の
二
工
場
が
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
創
業
年
次
が

糸売I限・繭買入帳，

古
く
規
模
設
備
に
お
い
て
優
っ
て
い
た
こ
と
が
持
続
の
一
要
因
と
い
え
よ
う
。
ま
た
坐

繰
製
糸
中
に
は
大
正
九
年
以
前
す
で
に
紬
織
に
転
じ
た
も
の
の
あ
る
点
は
、
当
地
の
製

糸
業
の
困
難
性
を
明
示
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

白
峰
村
は
元
来
冬
季
婦
女
の
副
業
に
紬
を
生
産
し
、
牛
首
紬
と
し
て
名
声
を
博
し
て

来
た
@
o
と
こ
ろ
で
福
井
市
の
呉
服
商
大
丸
栄
次
郎
は
専
ら
そ
の
集
荷
販
売
に
任
じ
て



い
た
が
、
東
京
三
越
な
ど
に
販
路
を
得
た
こ
と
か
ら
量
産
に
踏
切
り
、
大
正
七
年
白
峰
の
一
坐
繰
工
場
を
購
入
し
て
嘉
久
腰
機
業
場
を
設

立
し
た
⑬
O

翌
八
年
に
は
桑
島
製
糸
場
が
そ
の
分
工
場
に
転
じ
た
。
ま
た
鶴
吉
工
場
も
明
治
末
年
よ
り
兼
業
し
た
紬
織
を
主
業
と
し
、
製

糸
を
廃
業
し
た
。
か
く
し
て
紬
織
は
製
糸
に
代
る
に
到
り
、
婦
女
は
残
存
製
糸
場
や
坐
繰
の
家
内
工
業
に
従
業
す
る
ほ
か
は
紬
織
工
女
に

転
化
収
容
さ
れ
た
。

器
械
製
糸
は
以
後
産
額
を
増
大
し
、
若
干
の
坐
繰
家
内
工
業
も
ま
た
残
存
し
、
製
糸
高
に
お
い
て
は
昭
和
初
期
を
最
大
期
と
し
た
が
、
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主
産
業
と
し
て
の
地
位
は
大
正
中
期
を
頂
点
と
し
て
退
行
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
代
る
の
は
前
記
紬
織
の
ほ
か
、
交
通
改
善
に
と
も
な
っ

て
製
炭
・
育
林
な
ど
の
林
業
と
製
材
業
、
治
山
治
水
の
土
木
工
事
で
あ
り
、
そ
の
山
村
構
造
は
漸
次
変
貌
を
と
げ
て
い
っ
た
。

む

す

ぴ

田

蚕
糸
業
が
少
く
も
中
央
官
問
地
山
村
の
経
済
に
果
し
て
来
た
役
割
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
が
@
、
白
峰
村
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
っ

た
。
明
治
以
降
近
代
製
糸
場
の
発
展
は
従
来
の
養
蚕
・
製
糸
を
分
離
発
展
せ
し
め
た
が
、
白
峰
の
場
合
そ
の
起
源
は
交
通
不
便
な
山
村
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
早
期
で
あ
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
そ
の
発
展
の
推
移
は
上
述
の
ご
と
く
で
、
明
治
二

0
年
代
以
降
順
調
に
進

展
し
、
大
正
中
期
を
頂
点
と
し
て
退
行
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

全
国
の
糸
況
は
当
然
に
白
峰
村
の
製
糸
業
を
浮
沈
せ
し
め
る
主
要
因
で
は
あ
っ
た
が
、
白
峰
の
製
糸
は
さ
ら
に
そ
の
僻
遠
性
の
制
約
を

多
分
に
う
け
、
当
初
良
ロ
閣
の
産
出
を
み
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
爾
後
の
進
展
は
軟
調
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
は
製
糸
技
術
の
進
運
に
と
り
の

こ
さ
れ
、
先
進
製
糸
業
地
と
の
格
差
を
漸
次
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
、
次
は
地
元
に
お
け
る
原
料
確
保
に
量
的
限
界
が
あ
り
、

か
っ
交
通
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の
発
展
に
つ
れ
て
の
養
蚕
業
の
衰
退
傾
向
か
ら
、
そ
の
規
模
の
拡
大
合
理
化
を
抑
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
。
元
来
高
価
軽
量

な
生
糸
は
交
通
条
件
に
恵
ま
れ
ぬ
山
村
の
産
物
と
し
て
絶
好
の
も
の
で
あ
っ
た
が
@
、

糸
況
の
悪
化
、
交
通
改
善
に
伴
う
新
産
業
の
導
入



と
に
よ
り
そ
の
重
要
度
を
低
め
て
い
っ
た
。
繭
価
・
労
賃
は
糸
価
に
対
し
相
対
的
に
高
騰
し
た
が
、
こ
れ
は
製
糸
場
の
存
立
を
足
下
よ
り
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動
揺
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
白
峰
の
工
業
は
製
糸
を
原
核
と
し
て
変
転
発
展
す
る
の
で
あ
り
、

か
っ
そ
の
立
地
要
因
の
多
く

を
地
元
に
求
め
た
こ
と
か
ら
し
て
、
地
域
の
変
貌
上
果
し
た
役
割
に
は
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

資
料
の
多
く
は
白
峰
村
史
編
纂
の
調
査
よ
り
得
た
。
山
下
鉱
次
郎
・
加
藤
惣
吉
両
村
史
編
纂
委
員
に
は
格
別
の
御
尽
力
と
御
教
示
を
得

た
。
ま
た
村
当
局
、
村
民
各
位
の
御
協
力
、

と
く
に
織
田
利
太
郎
、
織
田
市
次
郎
両
家
か
ら
は
豊
富
な
資
料
を
快
く
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
さ
ら
に
白
峰
小
学
校
東
幸
雄
教
諭
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
の
学
生
諸
君
、
久
野
正
子
氏
か
ら
は
調
査
と
整
理
に
尽
力
し
て
い
た
だ

い
た
。
潤
筆
に
当
り
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

参
者
支
献
お
よ
び
注

① 

白
峰
村
史
編
輯
委
員
会
編
白
峰
村
史
下
巻
(
資
料
篇
)
か
ら
の
引
用
は
単
に
村
史
下
と
し
て
頁
数
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
た
。

地
理
学
評
論

田
中
態
爾
・
幸
田
清
喜

白
山
山
麓
に
於
け
る
出
作
地
帯

三
の
四
・
五

昭
和
二
年

加
藤
助
参

白
山
山
麓
に
於
け
る
出
作
の
研
究

京
大
農
業
経
済
論
集

第
一
輯

昭
和
一

O
年

幸
田
清
喜

白
山
麓
白
峰
村

地
域

創
刊
号

昭
和
二
七
年

若
林
喜
三
郎

近
世
に
お
け
る
白
山
麓
の
出
作
り
関
係
史
料

ー
白
峰
村
の
む
つ
し
文
書
を
中
心
と
し
て
!

魚
澄
先
生
古
稀
記
念
論
叢

昭
和

三
四
年

① 

幸
田
清
喜

白
峰
の
出
作
り

現
代
地
理
学
講
座

2 

昭
和
三
一
年

① 

織
田
利
太
郎
家
文
書

官
金
借
用
書
類
(
仮
題
)

④ 

村
史
下

四
八
O
頁

@ 

同

八
六
三
頁



① 

山
本
清
助
家
文
書

明
治
三
年

明
治
十
年

③ 

村
史
下

白
峰
村
誌
大
略
(
臼
峰
尋
常
高
等
小
学
校

万
庭
帳

糸
売
買
帳大

正
十
年
以
降
蒐
集
)
に
は
次
の
ご
と
く
示
さ
れ
る
。

「
維
新
ノ
頃
マ
テ
ハ
養
蚕
家
皆
ナ
自
家
ニ
テ
生
糸
ニ
製
造
ス
o

其
綴
方
極
メ
テ
単
純
ニ
シ
テ
、
即
チ
工
女
ハ
尺
余
ノ
細
竹
ヲ
手
ニ
シ
、
ト
形
の
枠
玩
一
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⑦ 

四
四
九
頁

一
軍
込
メ
ル
糸
枠
ヲ
回
転
ス
ル
ニ
ア
レ
ハ
、

村
史
下

③ 

杉
原
亀
十
郎
家
文
書

四
八
九
頁

一
日
僅
ニ
乾
繭
三
升
内
外
ヲ
縫
糸
シ
得
ル
ニ
過
キ
サ
リ
シ
ヵ
、
明
治
二
年
当
村
織
田
利
右
エ
門
始
メ
-
T

座
線
車
ヲ
用
ユ
ル
ニ
至
リ
、
製
糸
法
ハ
梢
進
歩
シ
、
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⑮ ⑮ 

七
O
六
頁

織
田
利
太
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